























































































有 田 直 子 氏
(高知県立大学､ 39期生)
永井氏の発表された内容に基づき､ お子さん


















































































神 原 咲 子
(高知県立大学大学院看護学研究科)
ファシリテーター：










EpiNurse と は Epidemiology + Nurse for
















































































大 川 宣 容
(高知県立大学看護学部､ 35期生)

















































時 長 美 希
(高知県立大学看護学部､ 26期生)










鯖 江 皇 心 氏
(高知医療センター､ 62期)
岡 野 佑 子 氏
(高知大学医学部附属病院､ 61期)
岡 本 静 佳 氏
(高知県地域福祉部高齢者福祉課､ 61期)
























語られた｡ また､ この変化は､ 患者や子ども､
利用者やその家族､ さらには同僚や先輩看護
師､ 他職種といった多くの人々との相互作用
を通して起こるものであり､ そして､ (努力
の) 証として見えてくるものであることを確
認し合い､ 明日からの"私の看護"を考えなが
ら実践する士気を高めることができたのでは
ないかと考える｡
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